
（1212詆に関連記事関連記事） （12詆に関連記事） 

平成24年度の市県民税申告 
4月1日から蛍光灯は資源ごみ 
ハーフマラソン大会 交通規制にご協力を 
特集 塩飽を歩く① 
パブリックコメント（意見募集） 
ナンバープレートのデザインが決定 

2月4日貍から 
「猪熊弦一郎展猪熊弦一郎展」開催開催 
2月4日貍から 
「猪熊弦一郎展猪熊弦一郎展」開催開催 
2月4日貍から 
「猪熊弦一郎展」開催 

【撮影撮影：田中園子田中園子】 【撮影：田中園子】 
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◯◯銀行 

税 務 課  
蘂24-8857

　
2
月
１５
日
貉
か
ら
3
月
１５
日
貅
ま
で
、
平
成
２４
年
度
の
市
県
民
税
申
告
相 

談
会
を
行
い
ま
す
。
3
ペ
ー
ジ
の
日
程
表
で
、
お
住
ま
い
の
地
区
を
確
認
し

て
、
忘
れ
ず
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。 

平
成
24
年
度
の
市
県
民
税
申
告 

　
申
告
が
必
要
な
人 

　
平
成
24
年
１
月
１
日
現
在
、
丸
亀

市
に
住
所
が
あ
り
、
▼
勤
務
先
か
ら

給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
▼
年
金
の
支
払
い
元
か
ら
公
的
年

金
等
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
て
い

る
▼
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

書
を
提
出
す
る
―
―
以
外
の
人
で
、

次
の
よ
う
な
人
は
市
県
民
税
の
申
告

が
必
要
で
す
。 

・
農
業
、
営
業
、
不
動
産
な
ど
の
所

　
得
が
あ
る
人 

・
給
与
や
年
金
以
外
に
、
農
業
、
営

　
業
、
不
動
産
な
ど
の
所
得
が
あ
る

　
人 

・
生
命
保
険
や
損
害
保
険
の
保
険
金

　
の
支
払
い
を
受
け
る
な
ど
、
一
時

　
所
得
の
あ
る
人 

・
社
会
保
険
料
控
除
や
医
療
費
控
除

　
な
ど
の
各
種
控
除
を
受
け
る
人 

・
国
民
健
康
保
険
、
後
期
高
齢
者
医

　
療
制
度
の
加
入
者
で
、
所
得
の
な

　
い
人 

・
各
種
申
請
の
た
め
に
所
得
証
明
書

　
な
ど
が
必
要
な
人 

・
遺
族
年
金
、
障
害
年
金
、
失
業
保

　
険
な
ど
非
課
税
所
得
の
み
の
人 

　
申
告
に
必
要
な
も
の 

◆
印
鑑 

◆
所
得
金
額
が
分
か
る
資
料 

・
給
与
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票 

・
支
払
い
を
受
け
た
保
険
金
、
個
人

　
年
金
の
受
取
明
細
書 

・
農
業
、営
業
、不
動
産
な
ど
の
収
入

　
と
必
要
経
費
が
分
か
る
資
料
（
領

　
収
書
、
収
支
内
訳
書
、
減
価
償
却

　
の
計
算
が
で
き
る
も
の
な
ど
） 

◆
控
除
を
受
け
る
た
め
の
資
料 

◎
社
会
保
険
料
控
除 

・
国
民
健
康
保
険
税
や
介
護
保
険
料
、

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
な
ど
の

　
領
収
書 

・
国
民
年
金
保
険
料
の
控
除
証
明
書 

◎
医
療
費
控
除 

・
平
成
23
年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費

　
の
領
収
書
な
ど
（
事
前
に
、
診
療

　
を
受
け
た
人
、
病
院
、
薬
局
ご
と

　
に
金
額
を
合
計
し
持
参
し
て
く
だ

　
さ
い
） 

◎
障
害
者
控
除 

・
障
害
者
手
帳
や
療
育
手
帳
な
ど 

◎
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
（
確
定

　
申
告
書
を
提
出
す
る
場
合
） 

・
住
民
票
の
写
し 

・
登
記
事
項
証
明
書 

・
借
入
金
の
年
末
残
高
等
証
明
書 

・
工
事
請
負
契
約
書
や
売
買
契
約
書

　
の
写
し 

◆
そ
の
他 

・
所
得
税
の
振
替
納
税
を
希
望
す
る

　
人
や
還
付
金
を
受
け
取
る
人
は
、

　
申
告
者
本
人
の
通
帳
と
届
出
印 

・
税
務
署
か
ら
申
告
書
が
届
い
て
い

　
る
人
は
、
そ
の
申
告
書 

・
昨
年
申
告
し
た
人
は
、
そ
の
申
告

　
書
・
収
支
内
訳
書
の
控
え 

　
青
色
申
告
、
土
地
・
建
物
の
譲

渡
所
得
の
確
定
申
告
を
す
る
人
は
、

税
務
署
の
申
告
会
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。 

丸亀地区 

2月２８日貂 

２９日貉 

3月1日貅 

2日貊 

5日豺 

6日貂 

7日貉 

8日貅 

9日貊 

１２日豺 

１３日貂 

１４日貉 

１５日貅 

地　　区 

郡家、三条 

垂水 

飯野 

川西※ 

津森、今津、中津 

土器 

山北、柞原、田村、原田 

城西、金倉 

城北、新田 

城坤、城乾、原田団地 

市内全域 
（綾歌、飯山地区含む） 

場　所 

ＪＡ丸亀支店 

垂水コミュニティセンター 

飯野コミュニティセンター 

川西コミュニティセンター 

 

 

 

市役所別館5階 
会議室 

 

 

午前9時～ 
　午後4時 

受付時間 

広島地区 

 

2月２７日豺 

地　　区 

市井、青木、甲路、釜の越 

江の浦、立石、茂浦 

小手島 

手島 

場　所 

広島市民センター 

広島市民センター 

小手島漁民シンポジウム 

手島自然教育センター 

受付時間 

本島地区 

 

2月２７日豺 

地　　区 

小阪、大浦、福田、尻浜、 
生ノ浜 

泊、甲生、笠島 

牛島 

場　所 

 
本島市民センター 

本島市民センター 

牛島集会場 

午後1時～4時半 

午前9時～11時半 

午前9時～正午 

午前10時半～午後1時 

午後2時～5時 

午前9時半～11時半 

午後1時半～4時半 

受付時間 

綾歌地区 

2月１５日貉 

１６日貅 

１７日貊 

２０日豺 

２１日貂 

２２日貉 

２３日貅 

２４日貊 

地　　区 

岡田上 

岡田下 

岡田東 

岡田西 

栗熊東 

栗熊西 

富熊（富士見坂以外） 

富熊（富士見坂） 

受付時間・場所 

【受付時間】  
午前9時～ 
        午後4時 
  
【場所】  
栗熊コミュニティ 
センター3階 
多目的ホール 

飯山地区 

2月１５日貉 

１６日貅 

１７日貊 

２０日豺 

２１日貂 

２２日貉 

２３日貅 

２４日貊 

地　　区 

上法軍寺 

下法軍寺 

東小川 

西坂元、真時 

川原 

 

東坂元 

 

受付時間・場所 

【受付時間】  
午前9時～ 
        午後4時 
  
【場所】  
飯山市民総合 
センター4階 
多目的ホール 

丸亀税務署の申告会場は地区に関係なく確定申告を受け付けます。ぜひご利用ください。丸亀税務署 蘂23-2221（代表） 

期　　間 場　　所 受付時間 お 願 い  

2月１５日貉　　　  
　　　～3月１５日貅  
（土・日曜を除く） 

丸亀市民会館 
2階会議室 

駐車場が混雑しますので、なるべ 
く公共交通機関をご利用ください 午前9時～午後4時 

申告相談会日程表  

23

平成24年度市県民税から適用 
　地方税法の改正により、扶養

控除などが改正されます。 

・16歳未満の扶養親族に対する
　控除と、16歳～18歳の扶養親

　族に対する控除の上乗せ部分

　が廃止されます。なお、市県

　民税の非課税限度額の算定の

　ため、16歳未満の扶養親族に

　ついても申告が必要です。 

・同居特別障害者の特例措置が
　改正されます。16歳未満の扶

　養親族が障害者であれば、申

　告することで障害者控除の対

　象になります。 

インターネットで確定申告 
「ｅ‐Ｔａｘ」をご利用ください 
　税務署に行かなくても、自
宅のパソコンから所得税の確
定申告ができる「ｅ‐Ｔａｘ」
をご存じですか。 
　添付書類の提出を省略でき、
確定申告期間中は夜間や休日
でも利用可能です。また、申
告書の処理が早く行われるの

で、還付金の振り込みが３週
間程度に短縮されます。 
　「ｅ‐Ｔａｘ」を利用するに
は、電子証明書の取得やＩＣ
カードリーダーの購入など事
前準備が必要です。 
　詳しくは、国税庁ホームペ
―ジ（http://www.e-tax.nta. 
go.jp）をご覧いただくか、丸
亀税務署（蘂23-2221）まで
お問い合わせください。 

※今回から、川西地区の会場を川西コミュニティセンターに変更しています 
　のでご注意ください。 

■市県民税の扶養控除額 
　（変更箇所のみ表記） ■市県民税の同居特別障害者控除額  

控除の区分 改正前 配偶者控除・扶養控除に23 
万円を加算 

上記加算を廃止し、特別障 
害者控除に23万円を加算 
【同居特別障害者控除 
　　　 30万円⇒53万円】 

改正後 

控 除 額  

改正前 改正後 

33万円 廃止 

45万円 33万円 

16歳未満 

16歳～18歳 

3月 
15日まで 

新井市長が「ｅ‐Ｔａｘ」を体験 

イー タ ッ ク ス  



【運休する便】 

【変更または迂回する便】 

丸亀西線 

丸　亀 
垂水線 

レオマ 
宇多津線 

綾　歌 
宇多津線 

城西高校方面 労災病院11:00発と13:00発の便 

労災病院10:00発と12:00発の便 

丸亀港11:06発の便 
⇒丸亀通町11:14発 丸亀通町12:04着終点に変更 
 丸亀港13：26発の便→丸亀通町13:34発に変更 

丸亀港10:36発の便 
⇒丸亀通町10:44発 丸亀通町11:34着終点に変更 
 丸亀港12:06発の便 
⇒丸亀通町12:14発 丸亀通町13:04着終点に変更 
 

湯舟道10:14発の便 
⇒労災病院11:07着終点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

湯舟道12:14発の便 
⇒労災病院13:07着終点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 
 

NEWレオマワールド10:45発の便 
⇒丸亀通町11:36着終点に変更（丸亀駅・宇多津方面は運休） 

宇多津駅北口12：50発の便⇒丸亀通町13：08発に変更 

宇多津駅南口11：00発の便⇒労災病院11：08発に変更 
宇多津駅南口13：30発の便⇒労災病院13：38発に変更 

右回り 

塩屋橋方面 

丸亀東線 
亀山団地方面 宇多津駅北口11:00発の便 

亀山団地10:10発と12:10発の便 

 

宇多津駅北口行 

宇多津駅北口行 

宇多津駅南口行 

NEWレオマ行 

綾歌市民総合セン 
ター・湯舟道行 

左回り 

コミュニティバスの運休と迂回のお知らせ 

１２ 45

【表1】可燃・不燃ごみの量 

年度 

17 

18 

19 

20 

21 

22

年度 

17 

18 

19 

20 

21 

22

可燃ごみ 

21,286覈 

20,501覈 

19,814覈 

19,940覈 

19,775覈 

19,526覈 

販売代金 製　造 
購入費 

販売手数料 
など 差し引き 

1億 850万 

1億7232万 

1億6153万 

1億6136万 

1億5825万 

1億5636万 

3465万 

6310万 

5047万 

5807万 

5858万 

5331万 

1685万 

2263万 

2155万 

2154万 

2122万 

2104万 

5700万 

8659万 

8951万 

8175万 

7845万 

8201万 

【表2】市指定ごみ袋の販売状況　　　単位：円 

（　　　） 17年比 
▲8.3%

不燃ごみ 

2,700覈 

2,121覈 

1,908覈 

1,714覈 

1,600覈 

1,622覈 

（　　　） 17年比 
▲39.9%

一部補助 

家庭用生ごみ処理機 
　市では、生ごみ

処理容器などを購

入した人に、購入

費用の一部を補助

しています。 

　詳しくは、クリ

ーン課へ。 

資源ごみとして回収する蛍光灯の例 

蛍光灯は資源ごみ 
クリーン課 蘂58-7453

　
不
燃
ご
み
と
し
て

回
収
し
て
い
た
蛍
光

灯（
直
管
型
・
環
形
型
・

電
球
管
型
・
コ
ン
パ

ク
ト
型
）を
、4
月
１

日
か
ら
資
源
ご
み
と

し
て
回
収
し
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
3
月

上
旬
配
布
予
定
の｢
平

成
２４
年
度
版
ご
み
収

集
カ
レ
ン
ダ
ー
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

※
ご
み
袋
の
販
売
で
得
た
収
入
は
、

　
ご
み
収
集
経
費
、
ご
み
収
集
カ
レ

　
ン
ダ
ー
の
作
成
・
配
布
な
ど
の
経

　
費
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。 

資
源
ご
み
に 

　変
え
る
の
？ 

なぜ？ 
　
資
源
ご
み
の 

　
　
　
　
　
盗
難
が
増
加 

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り

回
収
し
た
資
源
ご
み
は
、
入
札
で
売

却
し
、
そ
の
売
却
金
を
地
域
に
還
元

し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
資
源
ご
み

が
盗
ま
れ
る
と
還
元
額
も
少
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
盗
難
防
止
の
た
め
、
市
で
も
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当

日
の
朝
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
資
源
ご

み
を
出
す
こ
と
を
徹
底
す
る
な
ど
、

盗
難
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。 

　
市
の
ご
み
の
量
は 

　
　
　
　
ど
の
く
ら
い
？ 

　
市
が
回
収
し
た
可
燃
ご
み
・
不
燃

ご
み
の
量
は
、【
表
1
】の
と
お
り
で

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ

り
、
ご
み
袋
の
有
料
化
以
来
、
確
実

に
減
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
ご
み
袋

の
販
売
量
も【
表
2
】の
と
お
り
徐
々

に
減
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

　
今
後
も
、
生
ご
み
の
水
切
り
や
資

源
ご
み
の
分
別
を
徹
底
し
て
い
た
だ

く
な
ど
、
ご
み
の
減
量
化
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。 
蛍光灯に含まれる 

水銀などの有害

物質による環境

汚染防止のため 

水銀、ガラス、ア
ルミニウム、レア
メタルを資源とし
て活用するため 

　
２
月
５
日
に
開
か
れ
る
同
大
会
に

伴
い
、
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。
規

制
時
間
は
、
午
前
10
時
25
分
〜
午
後

１
時
40
分
で
県
立
丸
亀
競
技
場
を
ス

タ
ー
ト
し
、
県
道
33
号
線
を
折
り
返

す
区
間
が
規
制
対
象
で
す
。 

　
な
お
、
競
技
場
周
辺
に
は
応
援
者

用
の
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

※交通規制の時間帯と運行区間が重なる丸亀通町～蓮池公園間は、迂回して臨時の停留所
　を設置します。 
　臨時停留所：丸亀通町（四国電力東口前）・蓮池公園（東へ300ｍ） 
　　　　　　　（設置場所などは、各バス停に掲示しているお知らせをご確認ください） 
　休止停留所：丸亀駅前､城西高校､宇多津駅北口・南口､オークラホテル前ほか 

●参加無料 
●受付期間：2月1日貉～ 
　　　　　　　15日貉（申込順） 
●申し込み：地域包括支援センター 
　　　　　　（蘂24‐8933） 

交通規制にご協力を 

第66回 
香川丸亀国際 
ハーフマラソン大会 

大会組織委員会 蘂24-6274

月　日 時間・場所 

午前10時～ 
 11時45分 
 
ひまわりセンター 
4階研修会議室3 
 

認知症の介 
護をしてい 
る人 

対　象 内　　容 定員 

20人 

2月22日貉 

29日貉 

3 月7日貉 

認知症初期から中期の接
し方のポイント、専門医か
ら認知症を正しく知る、
介護者同士の交流など 

〈認知症を介護する家族のための教室（3回講座）〉 

介 護 支 援 教 室 在宅介護を 
している人 

ごみ収集の作業を行う市職員 

う 

マシュー・ 
キソリオ選手 
（ケニア） 
2011年のハー
フマラソン（アメ
リカ）で世界歴代
3位（58分46秒） 

藤永佳子選手 
（資生堂） 
2009年世界陸上 
ベルリン大会マラ
ソン14位 

佐藤敦之選手 
（中国電力） 
2009年世界陸上 
ベルリン大会マラ
ソン6位 

【招待選手】 

吉野家坂出店 



小手島中 2年　　 中 　彩さん 

　丸亀港　丸亀港から海を望を望むと正面正面に横たわっているのが、塩飽塩飽の島々島々です。塩飽塩飽とは、潮が
ぶつかり盛り上がって、湧き立つ「しわく」と言われています。 
　古　古くは織田信長織田信長から朱印状朱印状が下されて海上特権海上特権を得を得た後、12501250石の領有権領有権を持を持
つ自治組織治組織「人名人名」という自治組織治組織があったこと。勝海舟勝海舟らを乗せを乗せ太平洋太平洋を横断を横断し、明
治時代治時代の幕を開を開けた咸臨丸咸臨丸の乗組員乗組員の多くは、塩飽出身塩飽出身だったことは知られています。 
　本紙　本紙では「塩飽塩飽を歩を歩く」と題して2回に分け塩飽塩飽の島々島々を紹介を紹介します。 
　今　今月号では、広島広島を中心を中心に手島手島、小手島小手島を歩を歩きました。 

王頭山王頭山 
「しわく富士富士」 

　丸亀港から海を望むと正面に横たわっているのが、塩飽の島々です。塩飽とは、潮が
ぶつかり盛り上がって、湧き立つ「しわく」と言われています。 
　古くは織田信長から朱印状が下されて海上特権を得た後、1250石の領有権を持
つ自治組織「人名」という自治組織があったこと。勝海舟らを乗せ太平洋を横断し、明
治時代の幕を開けた咸臨丸の乗組員の多くは、塩飽出身だったことは知られています。 
　本紙では「塩飽を歩く」と題して2回に分け塩飽の島々を紹介します。 
　今月号では、広島を中心に手島、小手島を歩きました。 
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こ
の
人
に
聞
く 広島地区コミュニティ 

会長　横 瀬 　實さん 

全校生は私一人 

海人たちが「新咸臨丸」で出帆 

「しわく富士」と多島美を世界に発信 

笊 

王頭山 
「しわく富士」 

　広島診療所は、広島エリアで唯一の医

療機関です。患者の多くは70歳以上で、

通院困難な人も多いため３島への巡回・

訪問診療も行っています。急変時には適

切な検査・治療が必要ですが、小さな診

療所では限界があり、救急船での搬送を

要しますが、安静を保ちにくく、海がひ

どく荒れると船も出せません。最近はド

クターヘリでの搬送もあり、その有効性

が確認されました。 

　人口が減り、島内での「血縁・地縁に

よる安心感」が失われつつあります。長

い人生を島で過ごされてきた高齢者が、

島の自宅で最後を迎えることは容易では

ありません。しかし、都市部とは異なり

互いに顔が見える関係が築きやすい島の

特性を生かして、生・老・死について、

医療・保健・福祉・介護関係者が思いを

共有することは可能でしょう。 

　さらに、ネット・サービスなどを用い

て、島に関心を抱く島外の支援者を増や

すことで従来の地縁に代わる新しい社会

創りも夢ではありません。 

　それは、あたかも「島全体が島内外の

多くの人たちの暖かい手で包まれている」

かのようです。そうなれば、安心して老

い、住み慣れた島で最後の日まで過ごす

ことが可能になるかも知れません。 

広
　
島 

　小手島は、瀬戸内海に浮かぶ周囲４㎞、人

口およそ40人の小さな島です。丸亀港から

フェリーで１時間40分、高速船でも40分か

かります。緑に囲まれて、晴れた日には、瀬

戸大橋や岡山県を見渡すこともできます。島

の人たちの多

くは漁業をし

ています。 

　そのかたわ

ら、畑で野菜を作ったり、たけのこを掘って学

校に持ってきてくれたりします。 

　私の通う小手島中学校は、生徒が私一人だけの

小さな学校ですが、島のみんなが学校の周りの整

備やプール掃除に協力してくれます。自分は地

域の人たちに支えられているのだと感じます。 

　
塩
飽
諸
島
は
、
東
は
小
与
島
（
坂
出

市
）
か
ら
西
は
粟
島
（
三
豊
市
）
ま
で
、

28
の
島
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
で
一
番
広
い
島
が
「
広
島
」
で
す
。 

　
丸
亀
港
か
ら
、フ
ェ
リ
ー
で
40
分
。取

材
の
日
は
、
あ
い
に
く
朝
か
ら
雨
模
様

で
し
た
が
、「
午
後
は
晴
れ
」と
い
う
予

報
を
信
じ
て
、出
掛
け
ま
し
た
。予
報
ど

お
り
、
新
緑
の
広
島
を
巡
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
船
が
着
く「
江
の
浦
」に
は
、

市
民
セ
ン
タ
ー
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
、
消
防
団
屯
所
、
Ｊ
Ａ
、
漁
協
な
ど

が
あ
り
、島
の
中
心
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
こ
か
ら
北
へ
進
む
途
中
、
峠
に
「
山

の
神
展
望
台
」
が
あ
り
岡
山
の
水
島
あ

た
り
ま
で
望
め
ま
す
。 

　
さ
ら
に
北
に
行
き
海
に
出
る
と
そ
こ

は
「
茂
浦
」
で
す
。
こ
こ
は
、
落
ち
着

い
た
町
並
み
で
、
日
本
の
原
風
景
の
趣

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
納
屋
の
軒
下
に
吊

り
下
げ
ら
れ
干
さ
れ
て
い
る
タ
マ
ネ
ギ

に
癒
や
さ
れ
ま
す
。
昭
和
33
年
に
丸
亀

市
と
合
併
す
る
ま
で
、
旧
広
島
町
役
場

が
あ
り
ま
し
た
。 

　
周
囲
18
・
５
㎞
、
面
積
11
・
７
裄
の
こ

の
島
に
は
こ
の
ほ
か
、
青
木
石
で
知
ら

れ
る
「
青
木
」
「
立
石
」
「
市
井
」
「
甲

路
」「
釜
の
越
」の
合
わ
せ
て
７
つ
の
地

区
が
あ
り
ま
す
。 

　
整
備
さ

れ
美
し
い

道
を
歩
い

て
い
る
と
、

「
宝
島
」

の
復
活
を

望
む
島
の

人
々
の
声

が
聞
こ
え

て
き
そ
う

で
す
。 

　
広
島
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
長
・
横

瀬
實
さ
ん
に
広
島
地
区（
以
下「
広
島
」）

の
現
状
と
将
来
を
伺
い
ま
し
た
。 

―
「
広
島
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
一
言
で
表

す
と
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
で
す
か
。 

横
瀬
　
や
っ
ぱ
り
「
高
齢
者
の
島
」
で

し
ょ
う
か
。
人
口
も
最
盛
期
の
10
分
の

１
ほ
ど
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
私
の

よ
う
な
年
寄
り
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま

す（
笑
）。
は
っ
き
り
言
っ
て
、
今
は
明

る
い
イ
メ
ー
ジ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

未
来
は
切
り
開
い
て
い
く
も
の
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

―
そ
う
で
す
ね
。
明
る
い
未
来
に
向
け

て
、
い
ろ
い
ろ
考
え
て
お
ら
れ
る
と
思

う
の
で
す
が
…
…
。 

横
瀬
　
島
に
人
が
集
ま
っ
て
来
て
、
気

に
入
っ
て
、
好
き
に
な
っ
て
、
住
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
な
魅
力
を
創
ら
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
一
過
性

の
行
事
や
短
期
間
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
で

き
ま
せ
ん
。 

　
一
定
の
経
済
効
果
、
生
き
が
い
、
文

化
的
情
操
性
に
も
富
ま
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。 

　
欲
張
り
な
「
魅
力
」
を
見
つ
け
創
り

出
す
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

島
は
そ
の
可
能
性
を
十
分
秘
め
て
い
る

と
思
い
ま
す
。 

―
具
体
的
に
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。 

横
瀬
　
例
え
ば
、
江
の
浦
の
港
の
近
く

に
王
頭
山
（
標
高
３
１
２
ｍ
）
と
い
う

山
が
あ
り
ま
す
が
、
南
の
沖
か
ら
見
る

と
、
す
そ
野
を
広
げ
た
富
士
山
の
よ
う

に
も
見
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
み
ん
な
で

「
し
わ
く
富
士
」
と
称
し
て
、
こ
の
山

を
愛
し
て
、
世
界
に
発
信
し
た
い
。
そ

ん
な
夢
の
よ
う
な
思
い
を
友
人
と
話
し

て
い
ま
し
た
。 

　
昨
年
11
月
に
「
第
１
回
全
国
里
山
富

士
サ
ミ
ッ
ト
」
が
本
市
で
開
か
れ
、
こ

の
野
望
が
む
ら
む
ら
と
湧
い
て
き
ま
し

た（
笑
）。
山
頂
に
立
つ
と
、
３
６
０
度

多
島
美
の
備
讃
瀬
戸
が
眺
望
で
き
、
世

界
一
の
眺
め
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
エ
ー

ゲ
海
よ
り
も
い
い
、
行
っ
た
こ
と
は
な

い
け
ど（
笑
）。
登
山
道
も
、
地
元
の
人

が
心
を
込
め
て
整
備
し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
広
島
特
産
で
高
品
質
の
花
崗

岩
「
青
木
石
」（
8
謨
）を
忘
れ
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
か
つ
て
は
、
島
の
主

要
産
業
で
し
た
が
、
輸
入
石
な
ど
に
よ

り
今
は
衰
退
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

青
木
石
は
広
島
で
し
か
採
れ
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と
は
、
未
来
永
劫
変
わ
り
ま
せ

ん
。
何
と
し
て
も
こ
の
貴
重
な
財
産
で

あ
る
「
原
石
」
を
生
か
し
た
い
、
と
毎

日
考
え
て
い
ま
す
。 

　
皆
さ
ん
か
ら
の
ア
イ
デ
ア
や
提
案
も

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

―
磨
け
ば
輝
く
宝
石
の
「
原
石
」
で
す

ね
。
さ
て
、
塩
飽
と
い
え
ば
、
忘
れ
て

は
い
け
な
い
の
が
「
水
軍
」
の
お
話
だ

と
思
う
ん
で
す
が
。 

横
瀬
　
そ
う
な
ん
で
す
。
こ
の
話
を
す

る
と
長
く
な
り
ま
す
が（
笑
）、
私
た
ち

の
歴
史
で
あ
り
文
化
で
す
。
ま
た
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
近
世
・
近
代

の
日
本
の
外
交
や
海
運
の
牽
引
と
な
り
、

「
咸
臨
丸
」（
8
謨
）に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
近
代
日
本
の
幕
開
け
の
先
駆
者

と
と
も
に
行

動
し
た
の
が
、

私
た
ち
の
祖

先
な
の
で
す
。 

　
ま
た
、
彼

ら
は
、
海
に

生
き
、
波
頭

を
越
え
て
見

知
ら
ぬ
土
地

で
お
世
話
に

な
っ
た
り
、

英
国
海
軍
士
官
レ
キ
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
に
島
に
た
ど
り
着
い
た
人
を
助
け
た

り
と
、
み
ん
な
「
海
人
」
の
魂
を
持
っ

て
生
き
て
き
ま
し
た
。
お
上
の
保
護
を

受
け
た
り
、
と
き
に
は
背
を
向
け
た
こ

と
も
あ
っ
た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私

た
ち
に
と
っ
て
大
切
な
こ
と
は
、
人
と

人
と
の
「
絆
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
誇
り

な
の
で
す
。
「
海
人
」
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
、

永
遠
に
受
け
継
い
で
い
く
で
し
ょ
う
。

―
島
出
身
の
人
た
ち
の
「
絆
」
は
い
か

が
で
す
か
。 

横
瀬
　
島
に
明
る
い
未
来
を
も
た
ら
す

に
は
、
ま
ず
、
島
出
身
の
人
た
ち
の「
絆
」

を
確
か
め
合
う
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
手
島
や
佐
柳
島
（
多
度

津
町
）
で
は
、
島
出
身
者
の
交
流
会
や

親
睦
会
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
と

て
も
す
ば
ら
し
い
。
広
島
も
年
１
回
は
、

世
代
を
超
え
た
「
大
合
同
同
窓
会
」
を

や
っ
て
み
た
い
で
す
。
ま
た
、
各
年
代

で
同
級
生
の
近
況
な
ど
情
報
を
集
め
て
、

「
全
国
塩
飽
広
島
会
」（
仮
称
）
の
発
会

式
、
い
や
、
進
水
式
。
よ
り
高
い
マ
ス

ト
に
上
り
、
水
平
線
を
見
な
が
ら
、
乗

組
員
全
員
が
、
全
国
や
海
外
か
ら
乗
船

し
た
仲
間
と
と
も
に
帆
を
膨
ら
ま
せ
な

が
ら
航
海
に
出
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
「
新
咸
臨
丸
」
で
一
緒
に
船

出
し
ま
せ
ん
か
。 

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

島内外の暖かい手に包まれて 

広島診療所 
所長 
白神　悟志さん 

英
国
海
軍
士
官 

レ
キ
の
墓 

広島で飼われているポニー 

日
本
の
原
風
景
の
趣 

え
い 

ご
う け

ん 

い
ん 

つ 

か 

こ
う 

き
ず
な 



いろは石「う」海 

水軍と咸臨丸  
青　木　石  

　明治維新の10年前、安政５年（1858年）に品川沖

のアメリカ軍艦ポーハタン号で、総領事ハリスとの

間に、日米修好通商条約が調印されました。条約の

批准書交換はワシントンで行い、１年以内に日本か

ら使節を派遣することになりました。 

　その時に、随行軍艦として使われたのが咸臨丸で

す。乗組員は、勝麟太郎（海舟）以下運用方、測量

方、公用方、通弁（通訳）、医師、鼓手、従者など29

人、大工、鍛冶に２人、火焚15人、水主50人の合計

96人でした。この水主の内35人は、私たちの祖先、

広島をはじめ塩飽出身の人で優れた航海技術を持ち、

長崎の海軍伝習所で洋式の艦船運用の技術を習得し

ている人も多かったようです。 

　福沢諭吉、ジョン万次郎らも同乗していた咸臨丸

は、無事太平洋を横断し、サンフランシスコに到着、

アメリカ側の誘導

船に導かれ、祝砲

と市民の歓迎に迎

えられました。 

　広島をはじめ、塩

飽出身の人たちが、

近代日本の幕開け

に深く関わった栄誉の瞬間でした。 

 

 

　青木石の採石の歴史は古く、豊臣

秀吉が大阪城築城に使ったのが始ま

りと言われています。良質の花崗岩として知られ、

近年では、香川用水記念公園、瀬戸大橋記念公園、金

刀比羅宮宝物館など、様々な分野に使われています。 

　しかし、石材関連の事業所は減少の一途をたどり、

生産額も20年前に比べて５分の１に減っています。 

　島には、地元広島出身の書道家藤本玄幽が「いろ

はにほへと……」を頭文字にして格言を書いた「い

ろは石」や漢字や絵を刻んだ石碑などがあり「石の

島」をアピールしています。 

　この貴重な資源である青木石に魂を入れて、島に

活気を与え、塩飽復興の引き金になってほしいと思

います。 

パブリックコメント（意見募集） 

●資料の閲覧場所：市役所本館1階案内所、各担当課、市民総合センター、本島・広島市民センター、各コミュニティセ
　ンター、各図書館、各保健福祉センター、市ホームページなどに設置します。詳しくは市ホームページか各担当課へ。 

第3期障害福祉計画（素案） 

　サービス充実のため、障害福祉施策の計画につい
て意見を募集します。 
●意見の提出期限：2月21日貂まで 
●意見の提出先：福祉課 
●意見の提出方法（いずれの方法でも可） 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-8501福祉課）、
ファクス（薨24-8861）、メール（fukushi-k@city.maru 
game.lg.jp）、直接持参 

福祉課 蘂24-8805

第2次生涯学習推進計画（案） 

　市が目指す生涯学習の基本方針や基本的な施策を
示す、生涯学習推進計画について意見を募集します。 
●意見の提出期限：2月21日貂まで 
●意見の提出先：地域振興課 
●意見の提出方法（いずれの方法でも可） 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-8501地域振興課）、
ファクス（薨25-2409）、メール（chiikishinko-k@city. 
marugame.lg.jp）、直接持参 

地域振興課 蘂24-8809

丸亀市総合計画後期基本計画（素案） 

　総合計画基本構想に掲げる将来像「自然と歴史が
調和し 人が輝く田園文化都市」の実現に向けて、平
成24年度から５年間のまちづくりの指針となる後期
基本計画（素案）について意見を募集します。 
●意見の提出期限：2月1日貉～3月2日貊 
●意見の提出先：政策課 
●意見の提出方法（いずれの方法でも可） 
　必要事項を記入し、郵送（〒763-8501政策課）、
ファクス（薨24-8874）、メール（seisaku-k@city.maru 
game.lg.jp）、直接持参 

パブリックコメントとは 
　計画や条例などの案を事前
に公表して、市民の皆さんの
ご意見を募集し、そのご意見
などを参考にして決定。また、
ご意見に対して市の考え方を
公表します。 

政策課 蘂24-8839

初
と
京
極
く
ん
の 

 

自
治
基
本
条
例 

教
室 

その5

  

京
極
　
こ
れ
ま
で
勉
強
し
て
き
て
、

拙
者
も
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
わ
か

っ
て
き
た
で
ご
ざ
る
。
も
う
何
を
聞

か
れ
て
も
大
丈
夫
！ 

 

初
　
じ
ゃ
あ
質
問
。
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
」
っ
て
な
あ
に
？ 

 

京
極
　
こ
み
ゅ
に
て
ぃ
？？
　
そ
れ
は

初
耳
で
ご
ざ
る
。
ど
ん
な
も
の
で
ご

ざ
る
か
？ 

           

初
　
一
般
的
に
は
人
々
の
集
ま
り
や

地
域
社
会
の
こ
と
を
言
う
ん
だ
け
ど
、

丸
亀
市
で
は
ま
ち
づ
く
り
の
主
体
と

し
て
大
切
な
役
割
を
持
っ
て
い
る
の
。

お
お
む
ね
小
学
校
区
ご
と
に
組
織
さ

れ
て
い
て
、丸
亀
市
に
は
17
あ
る
の
よ
。 

 

京
極
　
そ
う
だ
っ
た
の
で
ご
ざ
る
か
。

で
も
、
実
際
の
ま
ち
づ
く
り
と
ど
う

つ
な
が
る
の
で
ご
ざ
る
か
？ 

 

初
　
最
近
は
生
活
ス
タ
イ
ル
も
人
そ

れ
ぞ
れ
で
、
生
活
面
の
問
題
も
地
域

ご
と
に
違
っ
て
き
て
る
の
。
だ
か
ら
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
地
域
の
問
題

解
決
や
特
色
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
こ
に
住

む
人
た
ち
が
協
力
し
あ
っ
て
、
防
災

訓
練
や
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
な
ど
、様
々

な
活
動
を
し
て
い
る
の
よ
。 

 

京
極
　
な
る
ほ
ど
。
身
近
な
住
民
が

直
接
た
ず
さ
わ
る
ま
ち
づ
く
り
な
の

で
ご
ざ
る
な
。 

　
そ
う
言
え
ば
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
」
な
る
も
の
が
近
所
に
あ
っ

た
で
ご
ざ
る
な
。
ど
ん
な
こ
と
を
し

て
い
る
か
、
ま
ず
は
見
に
行
っ
て
み

る
で
ご
ざ
る
。 

 

せ
っ 

し
ゃ 

地
域
で
ま
ち
づ
く
り
の
巻 

89

波節岩灯標波節岩灯標（青木石造青木石造りの灯台灯台） 波節岩灯標（青木石造りの灯台） 

手
　
島 

小
手
島 

手島・若返りのレッドカーペット 

　
丸
亀
港
を
出
た
フ
ェ
リ
ー
は
、広
島
、

小
手
島
、
手
島
の
順
で
巡
り
ま
す
。
瀬

戸
内
海
の
ど
真
ん
中
、
１
時
間
半
の
ク

ル
ー
ジ
ン
グ
で
す
。
周
囲
約
11
㎞
の
こ

の
島
に
、
今
、
新
た
な
息
吹
を
感
じ
ま

す
。
そ
の
一
つ
が
「
香
川
本
鷹
」
の
復

活
で
す
。
こ
れ
は
、
戦
前
ま
で
本
場
韓

国
の
キ
ム
チ
用
と
し
て
輸
出
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
戦
後
は
生
産
が
衰
退
し
、

い
つ
し
か
幻
の
ト
ウ
ガ
ラ
シ
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

        

　
今
回
、
こ
の
世
界
が
認
め
た
「
ト
ウ

ガ
ラ
シ
の
王
様
」
が
、
島
の
人
た
ち
と

市
、
香
川
県
、
Ｊ
Ａ
な
ど
の
熱
意
と
努

力
で
復
活
し
ま
し
た
。 

　
高
齢
化
や
過
疎
化
が
進
む
島
に
、
若

返
り
成
分
カ
プ
サ
イ
シ
ン
を
い
っ
ぱ
い

含
ん
だ
「
香
川
本
鷹
」
の
復
活
は
、
塩

飽
発
元
気
印
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

   

　
１
月
５
日
快
晴
。

船
か
ら
降
り
る
と
、

自
然
木
で
作
っ
た

ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
オ
ブ
ジ
ェ
。
「
お
も
し
ろ
い
」
と
見

と
れ
て
い
る
と
、
「
写
真
を
撮
り
に
来

た
ん
な
」
と
島
の
女
性
に
声
を
か
け
ら

れ
「
あ
、
は
い
」。 

　
歩
い
て
行
く
と
民
家
の
軒
下
に
も
、

花
び
ん
や
ス
プ
ー
ン
な
ど
で
作
っ
た
独

創
的
オ
ブ
ジ
ェ
が
並
ん
で
い
ま
す
。
「
こ

こ
は
、
芸
術
家
の
島
か
」
と
つ
ぶ
や
き

な
が
ら
歩
き
ま
し
た
。 

　
小
手
島
の「
た
こ
飯
」は
有
名
で
す
。

「
た
こ
つ
ぼ
」
の
山
が
、
あ
ち
こ
ち
に

あ
っ
て
、
こ
れ
ら
も
ア
ー
ト
に
見
え
ま

す
。 

　
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
、
じ
っ
と
海
を
見

て
い
る
と
、沖
で
は
、潮
が
も
の
す
ご
い

速
さ
で
交
差
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
が
、

塩
飽
や
」
と
納
得
し
ま
し
た
。 

ユーモア 
あふれる 

オブジェが歓迎 

「たこつぼ」のアート？ 

りん た ろう 

か こ たき 



６
．
高
松
藩
の
村
々 

「
寛
永
国
絵
図
」
　
原
本
が
金
刀
比
羅

宮
に
あ
る「
寛
永
十
年
讃
岐
国
絵
図
」

は
最
古
の
讃
岐
全
図
で
、
通
常
「
寛

永
国
絵
図
」（
以
下
絵
図
）と
呼
ば
れ

て
い
る
。
寛
永
10
年（
１
６
３
３
年
）

に
生
駒
高
俊
の
命
に
よ
り
国
絵
図
を

作
成
し
、
そ
の
写
し
を
金
毘
羅
大
権

現
に
寄
進
す
る
と
の
裏
書
が
あ
る
。

絵
図
に
は
、
１
０
１
の
郷
・
庄
の
名

と
５
７
８
の
地
名
が
記
さ
れ
て
お
り
、

ま
だ
部
分
的
に
し
か
村
が
成
立
し
て

い
な
い
生
駒
藩
時
代
の
様
子
が
記
さ

れ
て
い
る
。 

 

郷
か
ら
村
へ
　
江
戸
時
代
、
高
松
藩

領
に
は
２
３
４
の
村
が
あ
っ
た
。（
丸

亀
藩
領
は
１
３
２
）
そ
の
う
ち
、
現

在
の
丸
亀
市
域
に
は
、
旧
丸
亀
市
域

に
11
、
飯
山
町
地
域
に
７
、
綾
歌
町

に
６
の
村
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
村

が
出
揃
う
の
は
、
松
平
高
松
藩
が
成

立
し
た
後
、
特
に
17
世
紀
後
半
の
寛

文
検
地
実
施
期
で
あ
る
。 

　
絵
図
で
は
、
村
が
で
き
る
以
前
の

こ
の
地
域
が
大
き
く
郷
と
し
て
把
握

さ
れ
て
い
る
。
鵜
足
郡
の
地
に
は
、

津
郷
・
二
村
郷
・
坂
本
郷
・
法
勲
寺

郷
・
小
河
郷
・
栗
熊
郷
・
岡
田
郷
が
あ

り
、
那
珂
郡
の
地
に
は
柞
原
郷
・
垂

水
郷
が
見
え
、
郡
家
は
既
に
郡
家
村

と
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
鵜
足
郡

の
土
器
川
両
岸
の
津

郷
の
地
に
、
土
器
・

高
津
・
西
村
・
河
古
、

青
の
山
と
飯
野
山
に

挟
ま
れ
た
二
村
郷
の

地
に
下
代
、
津
郷
の

地
に
池
下
・
吉
岡
な

ど
の
地
名
が
記
さ
れ

て
お
り
、
後
に
村
名

と
な
る
地
名
も
多
く

見
ら
れ
る
。 

　
17
世
紀
後
半
に
は
、
各
郷
に
次
の

村
々
が
成
立
し
た
。 

旧
丸
亀
市
域
迯
津
野
郷
に
土
器
村
・
東
分

村
（
飯
野
町
）
・
西
分
村
（
同
）
、
二
村
郷

に
東
二
村（
同
）・
西
二
村（
川
西
町
北
）、

小
河
郷
に
西
小
川
村（
川
西
町
南
） 

飯
山
町
迯
坂
本
郷
に
東
坂
本
村
・
西
坂
本

村
・
真
時
村
・
川
原
村
、
法
勲
寺
郷
に
上

法
軍
寺
村
・
下
法
軍
寺
村
、
小
河
郷
に
東

小
川
村 

綾
歌
町
迯
栗
熊
郷
に
冨
熊
村
栗
熊
村
、
岡

田
郷
に
岡
田
東
・
西
・
上
・
下
村
の
4
か
村 

 

鵜
足
郡
の
大
村
土
器
村
　
現
在
、
旧

丸
亀
市
域
で
最
も
人
口
が
多
い
土
器

町
は
、
土
器
川
の
両
岸
に
ま
た
が
る

大
き
な
村
で
あ
っ
た
。
北
東
は
、
青

ノ
山
の
西
麓
で
、
郡
屋
の
地
名
が
残

る
地
は
鵜
足
郡
の
郡
衙
所
在
地
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
早
く
か
ら
開
け
、

平
安
時
代
の
「
延
喜
式
」
に
は
讃
岐

国
の
「
調
」
と
し
て
坏
の
類
い
が
多

く
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
生

産
の
た
め
平
安
時
代
に
は
国
司
に
よ

っ
て
土
器
保
が
設
定
さ
れ
た
。 

　
ま
た
、
村
内
の
川
古
は
平
安
時
代

に
皮
古
保
が
あ
り
、
皮
籠
（
皮
で
周

囲
を
張
包
ん
だ
箱
）
な
ど
の
皮
製
品

の
生
産
地
と
し
て
重
視
さ
れ
た
。
こ

の
村
か
ら
東
分
村
に
わ
た
る
青
ノ
山

山
頂
か
ら
南
部
山
麓
に
か
け
て
、
古

墳
時
代
後
期
の
青
ノ
山
古
墳
群
が
あ

る
。
頂
上
の
一
号
墳
が
横
穴
式
石
室
・

墳
丘
と
も
に
最
も
規
模
が
大
き
く
、

海
と
関
連
す
る
集
団
を
率
い
た
豪
族

の
墳
墓
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
西
は
、

土
居
村
・
山
北
村
と
接
し
、
高
松
城

下
に
続
く
丸
亀
街
道
が
通
っ
た
。 

　
丸
亀
城
下
に
隣
接
し
た
た
め
、
高

津
の
地
を
中
心
に
商
業
が
発
達
し
、

嘉
永
５
（
１
８
５
２
年
）
年
に
は
穀

物
商
・
履
物
商
・
酒
屋
な
ど
の
商
店

が
18
あ
り
、
う
ち
10
が
高
津
に
あ
っ

た
。 

　
同
年
の
村
高
１
８
３
８
石
余
、
反

別
１
８
０
町
歩
（
進
藤
家
文
書
「
鵜

足
郡
村
々
明
細
」）。
明
治
８
年
（
１

８
７
５
年
）
頃
の
戸
数
４
９
５
、
人

数
２
３
３
６
。
当
時
の
高
松
藩
の
主

要
産
業
と
し
て
砂
糖
が
あ
り
、
一
部

が
藩
の
専
売
と
さ
れ
た
が
、
文
久
２

年
（
１
８
６
２
年
）
の
当
村
で
の
砂

糖
生
産
高
３
万
６
７
２
斤
、
う
ち
白

砂
糖
は
６
４
０
１
斤
で
、
ほ
と
ん
ど

が
大
坂
で
売
り
さ
ば
か
れ
た
。 

【
郷
土
史
家
　
濱
近
仁
史
】 

「
郷
」「
保
」
迯
平
安
時
代
に
荘
園
が
増
加

す
る
中
で
、
律
令
政
府
は
公
領
（
荘
園
以

外
の
国
家
の
権
限
が
及
ぶ
地
）を「
郡
」「
郷
」

「
保
」
な
ど
に
編
成
し
た 

寛
永
国
絵
図
―
資
料
館
資
料
　
背
景
写
真

―
青
ノ
山
山
頂
一
号
墳 

 

まち・むら・しま筱 

寛永十年讃岐国絵図（資料館） 

８３ 

　
自
治
会
長
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
会
長
な
ど
、
地
域
の
世
話

役
を
長
年
続
け
て
い
る
細
谷

さ
ん
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
お
と
と
し
藍
綬
褒
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。「
城
北
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
各
部
会
が

活
発
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
は
、
そ
の
活
動
を
見
守
る

の
が
楽
し
み
で
す
ね
」
と
笑

っ
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

細
谷
　
達
則
さん 

（
土
居
町
・
８７
歳
） 

讃
岐
富
士

讃
岐
富
士
の 

　 

ダ
ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド 

讃
岐
富
士
の 

　 

ダ
ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド 

土
器
町
西
　
寺
尾
智
恵
子
さん 
地域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 
地 域  
ウオッチ 

筬 

今
月
の
レ
ポ
ー
タ
ー 

土
器
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
通
信
員 

宮池に集まったカメラマン 

美しい「ダブルダイヤモンド」 

　
サ
ッ
カ
ー
好
き
の
元
気
な

子
ど
も
た
ち
45
人
が
、
毎
週

火
・
水
・
木
・
金
曜
の
午
後

６
時
半
か
ら
８
時
ま
で
、
城

辰
小
学
校
で
練
習
し
て
い
ま

す
。 

　
あ
い
さ
つ
な
ど
の
礼
儀
を

忘
れ
ず
、
楽
し
く
プ
レ
ー
す

る
こ
と
を
心
掛
け
て
練
習
し

て
い
ま
す
。 

　
サ
ッ
カ
ー
好
き
な
子
ど
も

だ
け
で
な
く
、
指
導
し
て
く

れ
る
お
父
さ
ん
コ
ー
チ
も
募

集
中
で
す
。
興
味
の
あ
る
人

は
、
ぜ
ひ
練
習
を
見
に
来
て

く
だ
さ
い
。 

〈
連
絡
先
〉
田
岡
一
五
（
川
西
町
・

蘂
2
8
―
5
8
5
6
）
 

城
辰
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 ら

ん 

じ
ゅ 

ほ
う 

し
ょ
う 

１０ １１ 

　
知
人
の
店
に
、
讃
岐
富
士
（
飯
野

山
）
の
頂
上
か
ら
昇
り
は
じ
め
た
太

陽
が
池
に
映
っ
た
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

現
象
」の
写
真
が
貼
っ
て
あ
り
、実
際

に
見
て
み
た
い
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
平
成
23
年
４
月
13
日
に
チ
ャ
ン
ス

が
き
ま
し
た
。
早
起
き
し
て
、
映
画

「
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｎ
」の
ロ
ケ
地
で
お
な
じ
み

の
宮
池
に
行
く

と
、
す
で
に
大

勢
の
カ
メ
ラ
マ

ン
が
、
そ
の
瞬

間
を
待
ち
か
ま

え
て
い
ま
し
た
。 

　
午
前
６
時
15

分
過
ぎ
、
東
の

空
が
白
み
は
じ
め
た
と
思
っ
た
ら
、

黄
金
色
と
オ
レ
ン
ジ
色
の
混
ざ
っ
た

光
が
差
し
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

　
風
も
無
く
絶
好
の
撮
影
日
和
。
何

度
も
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
も
の
の
、全

く
素
人
。
仕
上
が
り
が
心
配
で
し
た

が
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
ば
え
で
し
た
。 

　
飯
野
山
に
差
し
込
む
、
神
々
し
い

ま
で
の
光
が
宮
池
の
水
面
に
映
り
、

ま
さ
に
自
然
の
織
り
な
す
美
し
い「
ダ

ブ
ル
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
」
に
感
激
。 

　
こ
の
す
ば
ら
し
い
風
景
の
あ
る
土

器
町
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
と
を
、
幸

せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。 
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ぶ
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１３ 

1.8

消防出初式 新春に安全祈願 
　消防団員・職員の防災意識を高めようと、新年
の恒例行事として行われている「丸亀市消防出初
式」が丸亀市立東中学校で行われました。消防団
員や消防職員らが集まるなか、消防団や消防功労
者などに対する表彰状を贈呈。最後は、はしご車
からのくす玉割りが行われ「丸亀市消防出初式お
めでとう」の言葉とともに盛大に幕を閉じました。 

蜻
り
り
し
く
整
列
し
た
消
防
団
員 

市
長 

 

コ
ラ
ム
笆 

市長 
新井 哲二 

なでしこジャパン前田コーチ講演会 
　サッカー女子ワールドカップで優勝した「なでしこジ
ャパン」のゴールキーパーコーチ、前田信弘さんが母校
の飯野小学校で講演を行いました。「夢に向かってがん
ばれ 飯野っ子！！」をテーマに一人一人とハイタッチを
したり、校歌を一緒に歌ったりして児童ら330人と交流。
「勉強や外で遊ぶこと、好き嫌いせずに給食を食べるこ
となど、毎日の学校生活の取り組みを大切に、自分の夢
をかなえてほしい」と訴えました。 

蜷
児
童
一
人
一
人
と
ハ
イ
タ
ッ
チ 

12.19

1.10 蜻
署
員
ら
と
楽
し
く
も
ち
つ
き
体
験 

「110番の日」 
もちつきキャンペーン 
　市内園児らが買い物客に110
番の正しい利用を呼び掛ける催
しが、通町商店街で行われまし
た。これは、丸亀署駅前交番地
域安全推進委員協議会と丸亀署
が毎年行っており、防犯協会や
市内園児ら150人が参加。署員
らともちつきを体験した後、つ
きたてのもちとチラシを配り、
「110番を正しく利用してくだ
さい」などと呼び掛けました。 

　譛日本モーターボート競走会は、ボートレーサーを募集します。
ボートレースに興味のある人の応募をお待ちしています。 
◎応募資格 
年齢：15歳～29歳 
身長：172㎝以下 
体重：男子47㎏～55㎏、女子42㎏～50㎏ 
視力：両目とも裸眼で0.8以上 
◎募集期間 
2月1日貉～3月12日豺（必着） 
◎問い合わせ 
　応募方法など詳しくは、日本モーターボート競走会丸亀支部（蘂
24-4560） 

第１１３期ボートレーサー募集 

24

18

金 

20月 

13月 

土 

25土 

行政書士相談　■市 　午前9時～正午（予約可 蘂56-4512）  
障害者（児）相談　■市 　午前9時半～11時半  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 

16木 

1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
離乳食講習　●ひ 　午前10時～11時半  
こころの健康相談　●飯 　午前9時半～11時半 

23木 

□内 　まつむら医院 蘂28-7312 
□眼 　しょうじ眼科医院 蘂58-2233  
□歯 　ミント歯科クリニック（善通寺市）蘂56-5141 午前9時～正午 

5 日 

定例農家相談 栗熊 ◯コ　午前9時～正午  
3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 

定例農家相談　■飯 　午前9時～正午  
障害者（児）相談　■飯 　午前10時～11時半  
すこやか体操教室（腰痛）●飯 　午前10時～11時半 

1 水 

2 1歳6か月児健康診査●飯 　午後1時半～2時半 木 

3 消費生活相談　■市 　午後1時～5時 金 

4 弁護士無料法律相談　●ひ 　午前9時（要予約 蘂24-8809） 土 

21 3か月児健康診査　●ひ 　午前9時半～10時半 火 

27 栄養相談　●綾 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 月 

28 司法書士相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 

消費生活相談　■市 　午後1時～5時 

火 

29水 

22 3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 
10 定例農家相談　■市 　午前9時～正午 金 

□内 　今田病院 蘂28-7526 
□外 　大西外科医院 蘂22-5627 
□整 　竹川整形外科クリニック 蘂98-2600

11土 

□内 　瀬戸内クリニック 蘂28-1511 
□整 　柴田整形外科クリニック 蘂28-2700 
□歯 　鈴木歯科クリニック（善通寺市）蘂63-3033 午前9時～正午 

26日 

17金 
消費生活相談　■市 　午後1時～5時  
行政相談 栗熊 ◯コ　午前10時～正午  
弁護士無料法律相談　●ひ 　午後1時20分（要予約 蘂24-8809） 
3か月児健康診査　●飯 　午前9時半～10時半 

6 行政相談　■市・■飯 　午前10時～正午  
栄養相談　●ひ 　午後1時半～3時半（要予約 蘂24-8806） 

無料法律相談　●ひ 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700） 
歩行プール夜間説明・男●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

月 

7 火 

14火 

9 無料法律相談●飯 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
3歳児健康診査　●綾 　午後1時半～2時半 木 

12 香川労災病院 蘂23-3111 
□歯 　氏家歯科診療所（善通寺市）蘂63-0888 午前9時～正午 日 

15 無料法律相談　●綾 　午前9時～正午（要予約 蘂22-5700）  
1歳6か月児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半 水 

人権相談　■市 　午前10時～午後3時  
認知症専門相談　●ひ 　午後1時半～4時半（要予約 蘂24-8933） 
3歳児健康診査　●ひ 　午後1時半～2時半  
赤ちゃんを迎える教室　●ひ 　午前9時半～11時半  
歩行プール夜間説明・女●飯 　午後6時～7時（要予約 蘂24-8806） 

8 水 

暮 ら し の カ レ ン ダ ー ＆ 休 日 当 番 医 月 月 月 222

■市 

■飯 
栗熊 ◯コ 

■市 
栗熊 ◯コ 

■飯 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

午前9時～正午・ 
  午後1時～4時 

市 民 相 談 
（電話相談不可） 

交通事故相談 

相談日（祝日を除く） 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

月～木曜、第5金曜日 

第2・4金曜日 

第1・3金曜日 

時　　間 

問い合わせは、地域振興課 蘂24-8809

相談場所 

●ひ＝ひまわりセンター 
●綾＝綾歌保健福祉センター 
●飯＝飯山総合保健福祉センター 

■市＝市役所  
■綾＝綾歌市民総合センター  
■飯＝飯山市民総合センター 
 ◯コ＝コミュニティセンター 

■その他の相談 
蘆無料税務相談＝毎週月曜・四国税理士会丸亀支部 蘂22-0041 
蘆少年相談＝平日・少年育成センター 薔0120-734970  
蘆家庭児童相談・女性相談、母子自立支援相談＝平日・子育て支援課 蘂24-8808  
蘆不動産無料相談＝毎月第1・第3金曜午後1時～3時半・ 
　　　　　　　　　市民会館、譖宅建取引業協会 蘂087-823-2300 
蘆ボランティア相談＝平日・丸亀ボランティア協議会 蘂22-7625

赤ちゃん健診 
母子保健 
成人保健 

■問い合わせ・申し込み 

弁護士無料法律相談 
消費生活相談 
行政相談 

 
健　康　課 

 
地域振興課 

 
蘂24-8806

障害者（児）相談 

人権相談 

定例農家相談 

認知症専門相談 

福　祉　課 

人　権　課 

農業委員会 

地域包括支援センター 

蘂24-8805 

蘂24-8811 

蘂24-8826 

蘂24-8933

行政書士相談 県行政書士会 蘂56-4512

無料法律相談 
司法書士相談 

社会福祉協議会 蘂22-5700

 
蘂24-8809

１２ 

□内 　丸亀林病院 蘂22-8181 
□内 　小林医院 蘂86-3038 
□外 　香川クリニック 蘂22-2311 
□歯 　杉本歯科医院（善通寺市）蘂62-3660 午前9時～正午 
子育て一日相談 栗熊 ◯コ　蘂86-6605 

19日 

　施設改修工事を終えた猪熊弦
一郎現代美術館で、２月４日貍
から「猪熊弦一郎展」が開かれ
ます。この展覧会では、大小さ
まざまな紙に描かれた作品が展
示されます。表紙の写真は、猪
熊画伯のスケッチブックのほんの
一部を積み重ねて、写真家の田
中園子さんが撮影したものです。 
　猪熊作品の魅力を探しに、美
術館に行ってみませんか。 

今 月 の 表 紙  

　
平
穏
な
丸
亀
市
、
そ
し
て
日
本
に 

　
土
器
川
ロ
マ
ン
の
会
さ
ん
か
ら「
市

役
所
の
皆
さ
ん
の
厄
払
い
に
」
と
、

「
厄
除
け
節
分
か
ざ
り
」
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
稲
わ
ら
で
編
ん
だ
縄
に

イ
ワ
シ（
メ
ザ
シ
）、
ヒ
イ
ラ
ギ
、
唐

が
ら
し
を
付
け
た
手
作
り
の
か
ざ
り

は
、
な
ん
と
も
言
え
な
い
味
わ
い
が

あ
り
ま
す
。 

　
子
ど
も
の
こ
ろ
、
イ
ワ
シ
の
頭
を
、

玄
関
先
に
吊
る
し
て
、
節
分
を
迎
え

て
い
た
の
を
思
い
出
し
ま
す
。 

　
去
年
は
、
東
日
本
大
震
災
な
ど
災

い
の
多
い
年
で
し
た
が
、
今
年
は
、

そ
れ
ら
の
全
て
の
厄
を
払
い
の
け
て
、

丸
亀
市
そ
し
て
、
日
本
の
平
穏
を
心

か
ら
お
祈
り
し
ま
す
。 

　

あ
た
た
か
く
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れ
て
嬉
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年
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虚
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2月 

中讃ケーブルビジョン 
１７chでも放送中 

行政 
情報便 
行政 
情報便 

事　故  135件 

死　者  0人 

負傷者  175人 

人　口 110,684人（－53） 
　男　  53,741人（－43） 
　女　  56,943人（－10） 
世帯数　43,448世帯（－70） 

千昌夫・新沼謙治・和田青児 
チャリティーショー 
2月16日貅午後3時半開演 
●入場料＝Ｓ5500円ほか（全席指定席） 

（納期は2月10日～29日） 

固定資産税/4期分 
後期高齢者医療保険料/8期分 

2月の市税など 

納付納付は 
便利便利な 

口座振替口座振替で 

納付は 
便利な 

口座振替で 

救 急 出 動  484件 

火災の発生  3件 

 

交通事故（12月） 救急・火災件数（12月） 

BPまるがめ・BP朝倉のみで発売 ※2月11日～13日の蒲郡ナイター、 
　2月17日～19日の若松ナイターはリレー発売 ※日程が変更になる場合があります 

香川県中部広域競艇 
事業組合43周年記念 

ＪＬＣカップ争奪 
男女Ｗ優勝戦 

サンケイスポーツ 
カップ 

丸亀開催 
（ナイター） 

デ  イ 
場外発売 

ナイター 
場外発売 

GⅠ芦屋芦屋5959周年周年 GⅠ芦屋59周年 

 一般競走一般競走（蒲郡蒲郡） 一般競走一般競走 
（若松若松）  一般競走（蒲郡） 

GⅠ住之江55周年 GⅠ常滑58周年 

GⅠ宮島57周年 一般競走 
（びわこ） 

一般競走 
（若松） 

女子王座 
（多摩川） 

琴参 
ＢＣ 

鳴門 
一般 

福岡 
女子 

徳山 
新鋭 

29282726252423222120191817
日 

16
土 

15
金 

14
木 水 

131211
日 祝 金 木 水 火 月 日 月 火 水 土 金 木 日 土 金 木 水 火 月 水 火 月 

10987654321

URL http://www.marugame-kyotei.jp/
《企画展》 
「顔 そのかたちと色彩展」 

日時＝3月11日豸まで 
　　　午前9時半～ 
　　　　午後4時半 
場所＝資料館 
　　　1階展示室 
  入館無料  月曜休館 

蘂22-5366資料館だより 

開館時間：午前10時～午後6時 
　　　　　（入館は午後5時半まで） 

〈次回の展覧会のお知らせ〉 

丸亀市猪熊弦一郎現代美術館 蘂24-7755 
URL http://mimoca.org

猪熊弦一郎展 

ミモカは2月3日貊まで 
施設改修工事のため休館します。 

2月4日貍～3月4日豸 

ミモカが所蔵する猪熊弦一郎の作品の中か
ら、紙に描かれた楽しい作品をご紹介します。 

蘂23-4141 
（火曜休館） 

URL http://www.marugame-hall.org/
市民会館  蘂86-6800 

（水曜休館） 
URL http://www.marugame-ilex.org/
アイレックス 

好評発売中 

好評発売中 

《市民会館》 

猪熊弦一郎《ギフトショップと爬虫類》 1987年 狡公益財団法人ミモカ美術振興財団 七代目市川団十郎の曽我五郎 

2月19日豸午後1時開演 
●入場無料 
出演＝市内合唱団ほか 
ゲスト＝松田　昌 
　　　　（ピアニカアンサンブル） 

《市民会館》 

《アイレックス》 
第15回あやうた音楽祭 

好評発売中 3月17日貍午後2時開演 
●入場料＝4000円ほか（全席指定席） 

桂文珍 全国独演会ツアー 

2月25日貍午後6時半開演 
●入場無料 
出演＝丸亀市民吹奏楽団ほか 

吹奏楽の祭典 

4月6日貊午後2時、6時開演 
●入場料＝Ｓ7000円ほか（全席指定席） 

早乙女太一 
全国ツアー2012

■時日時 ■所場所 ■対対象 ■定定員 ■内内容  
■料料金 ■他その他 ■申申し込み ■問問い合わせ 
◯綾＝綾歌市民総合センター 
◯飯＝飯山市民総合センター 
◯コ＝コミュニティセンター 

市の動き（1月1日現在）前月比 

１４ １５ 

　市営住宅の入居者 
資格＝①市内に住居が必要②住宅に
　困窮③市町村税などの完納④同居
　の家族がいる（単身でも入居でき
　る場合あり）⑤収入が基準の範囲
　内⑥暴力団を除く⑦持家など固定
　資産を所有していない 
募集住宅＝富士見、城南、外浜、今
　津、長友、原田の各団地 
申込期間＝2月1日貉～7日貂（土・
　日曜を除く） 
選考方法＝申し込みが募集戸数を上
　回ると2月9日貅に抽選 
入居条件＝敷金と連帯保証人1人 
注意事項＝申込時は申込書のみ提出。 
その他必要書類は当選者のみ提出。 
《特定公共賃貸住宅の入居者募集》 
　中堅所得者向け住宅（富士見団地
の一部、平山ハイツ）は、随時募集中。 
■問住宅課 蘂24-8814 
　◯綾業務担当 蘂86-5516 
　◯飯業務担当 蘂98-7957 

　綾歌森林公園ワークショップ参加者 
　同公園に親しみを持ち、楽しく利 
用できる方法を一緒に考えてみませ 
んか。 
■時2月26日豸午前9時～11時 
■所綾歌森林公園多目的研修棟 

■対同公園に関心があり、緑や森林が
　好きな人 
■申都市計画課 蘂24-8843 
 
 

　生涯学習センターから 
●丸亀城の歴史教室と 
　京極隊パフォーマンス 
■時2月11日豢午後1時半～3時 
■所同センター3階ホール 
■定469人 
■料無料 
■他市学芸員・東信男さんのお話と、丸
　亀城バサラ京極隊のパフォーマンス 
■問同センター 蘂23-1091 
●植木理恵さん講演会 
　「人生がおもしろくなる心理学」 
■時2月19日豸 
　午後1時半 
　～3時 
■所同センター 
　3階ホール 
■対小学生以上 
■定469人 
■料前売り800円、当日1200円 
■他託児あり（要予約） 
■申同センター 蘂23-1091 

　エコ丸工房から 
〈休館のお知らせ〉 
　2月18日貍、19日豸は点検のため
休館。20日豺は休館日です。 
●木工講座「五月人形」 
■時2月12日豸午前 
　9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般 
■定10人 
■料200円から 
　（サイズによる） 

●牛乳パックで紙すき体験 
■時2月25日貍午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般、親子 
■定5人（5組） 
■料無料（2枚まで） 
■内牛乳パック2個、折り紙など 
●自転車の点検修理体験 
■時2月26日豸午前10時～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般、親子 
■定2人（2組） 
■他自転車、軍手持参 
●古布講座「手ほい」 
■時2月26日豸午前9時半～11時半 
■所クリントピア丸亀 
■対一般 
■定5人 
■他木綿布2枚持参 
●ガラスで作る赤ちゃんの足型 
■時2月12日豸、26日豸（要予約） 
■所クリントピア丸亀 
■対足のサイズが12㎝以下の赤ちゃん 
■料8000円 
■申クリントピア丸亀 蘂56-1144 

　飯山総合学習センターから 
●おひな様と一緒に歌ってあそぼう 
■時3月4日豸午前10 
　時半～11時半 
■所同センター1階 
　遊戯室 
■対幼児・保護者 
■定20組 
■料無料 
■申同センター 蘂98-3319 
●丸亀ユニオンときどきコンサート 
■時2月19日豸午後1時半 
■所同センター2階研修室 
■料無料 
■申同センター 蘂98-3319

　児童館から 
●ゆびあみをしよう 
■時2月25日貍、26日豸午前10時半
　～11時半 
■所児童館 
■対幼児（年長）以 
　上の児童 
■定各日10人 
■内ボンボン付きプチマフラー作り 
■料無料 
■申児童館 蘂23-1091 
●親子運動あそび 
■時2月29日貉午前10時半～11時半 
■所児童館 
■対幼児の親子 
■定20組 
■内能祖秋奈さんによる楽しく学ぶ基
　礎的な運動 
■料無料 
■他水筒、タオル、上靴持参 
■申児童館 蘂23-1091 

　健康教室 
　健康教室に参加して、今の生活を
見つめなおしてみませんか。 
《高血圧が気になる人》 
●1回目 
■時2月1日貉午後1時半～3時半 
■所ひまわりセンター 
■内高血圧と歯、生活習慣病予防の話 
●2回目 
■時2月16日貅午後1時半～3時半 
■所ひまわりセンター 
■内生活習慣病予防と解消の運動 
●3回目 
■時2月22日貉午前10時～午後2時 
■所ひまわりセンター 
■内食事の話と調理実習 
■定40人 
■料300円（材料費） 

■他米半合、エプロン、タオル、三角
　巾持参 
■申2月1日貉～15日貉までに、健康
　課 蘂24-8806 
 
 

　ひとり親家庭へ新入学お祝い金 
　4月に小・中
学校に入学する
市内在住のひと
り親家庭のお子
さんに、お祝い
金が支給されま
す（3月9日までにひとり親家庭の
認定を受けていることが必要）。 
　対象者には通知書を送付していま
すが、届いていない場合は子育て支
援課へ。 
■問子育て支援課 蘂24-8808 

　まちづくり交付金事業 
　同事業は、地域の特性を活かした
個性あるまちづくりを実施すること
により、地域住民の生活の質を向上
し、地域経済・社会の活性化を図る
制度です。社会資本整備総合交付金

（新交付金）に統合され、都市再生整
備事業として、基幹事業のひとつに
位置づけられています。 
　事業の内容は、市ホームページ、
都市計画課、行政管理課情報コーナ
ーで閲覧できます。 
■問都市計画課 蘂24-8812 
 
 
 
 
 
 

　国民年金保険料の納付は口座振替で 
　口座振替は、自動的に引き落とし
されるので、納め忘れの心配がなく
便利です。さらに口座振替で一括前
納すると、現金納付より割安になり
ます。平成24年度保険料の前納を希
望する人は、2月末までに年金事務
所か金融機関、市民課年金担当に申
し込んでください。 
　手続きには①年金手帳等基礎年金
番号②通帳③通帳届出印が必要です。 
　詳しくは、善通寺年金事務所 蘂62-16 
60か市民課年金担当 蘂24-8945へ。 

地震、津波の体験者募集 
　昨年、３月11日に発生した東日本大震災は、地震や津波、火

災など、広い範囲に甚大な被害をもたらしました。 

　市では、実際に地震、津波を体験した人から教訓として学び、

次世代に伝えていくために、丸亀市で発生した地震、津波の体

験や記録を募集します。ご自身の体験以外に、伝え聞いた話、

写真、文書などでもかまいません。 

　体験、記録などをお持ちで、ご協力いただける人は秘書広報

課 蘂24-8801へ。 

電話投票番号／15＃ 

募 集  

催 し  
お 知らせ 



太陽光発電 

エアコン・エコキュートの施工 

宮野宮野病院病院 

みやの外来外来クリニック 

丸亀市中府町4-13-28  TEL22-3171

TEL25-2444

http://www.miyano-hp.com

蘆特別養護老人ホーム　青 の 山 荘 
蘆介護老人保健施設　あおのやま 
蘆養 護 老 人 ホ ーム　綾　歌　荘 

■内科・胃腸内科・内視鏡内科・腎臓内科・透析内科 

■内　科 

看護師 
募集中 

関連 
施設 

薔0120-753-854

訪問医療マッサージ（健康保険適用） 

株式会社サンテ 訪問医療マッサージ 
本社 〒762-0085 丸亀市飯野町東分６８３-１ 

お気軽にお電話ください。 

対象の方は健康保険がご利用になれます 

杖歩行等で介助がなくては通院が困難な方、車いすの
方、寝たきりの方など。医療費の自己負担が１割の方は、 
全身のマッサージ治療が１回が316円～556円です。 
（往診料もこの中に含まれますので、別途のご請求は一切ございません） 

無料体験のご案内 

広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 
１６ １７ 

■時
日
時 

■所
場
所 

■対
応
募
資
格
・
対
象
　 

■定
定
員 

■内
内
容 

■料
料
金 

■他
そ
の
他  

■申
申
し
込
み 

■問
問
い
合
わ
せ 

メ
ー
ル
だ
け
で
高
額
収
入
！？ 

　
雑
誌
広
告
に「
短
時
間
で
稼
げ
る
」

「
家
事
、
育
児
の
合
間
に
自
宅
で
手

軽
に
稼
げ
る
」
な
ど
と
掲
載
し
、
有

料
交
換
メ
ー
ル
サ
イ
ト
に
登
録
さ
せ

ら
れ
る
手
口
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
安
易
に
信
用
し
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。 

■問
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
蘂
0
8

　
7
―
8
3
3
―
0
9
9
9
）
か
県

　
民
セ
ン
タ
ー
へ 

 

自
動
車
事
故
の
被
害
に
遭
わ
れ
た
人
へ 

　
独
立
行
政
法
人
自
動
車
事
故
対
策

機
構
で
は
、自
動
車
事
故
が
原
因
で
、

脳
や
脊
髄
、胸
腹
部
臓
器
を
損
傷
し
、

介
護
が
必
要
な
人
に
介
護
料
を
支
給

し
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
自
動
車
事
故
が
原
因
で
保

護
者
が
死
亡
、
ま
た
は
重
度
の
障
害

を
残
し
生
活
が
困
窮
し
て
い
る
家
庭

の
交
通
遺
児
な
ど
に
、義
務
教
育
が
終

了
す
る
ま
で
の
間
、育
成
資
金
の
貸
し

付
け（
無
利
子
）を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
詳
し
く
は
、
同
機
構
高
松
主
管
支

所
被
害
者
援
護
担
当
（
蘂
0
8
7
―

8
5
1
―
6
9
6
3
） 

 
車
検
な
ど
の
手
続
き
は
お
早
目
に 

　
年
度
末
は
、
自
動
車
の
検
査
、
廃

車
、
名
義
変
更
な
ど
で
窓
口
が
混
雑

す
る
た
め
、
早
目
の
手
続
き
を
お
願

い
し
ま
す
。 

■問
四
国
運
輸
局
香
川
運
輸
支
局 

　
検
査
関
係
（
蘂
0
8
7
―
8
8
2

　
―
1
3
5
5
）、
登
録
関
係（
蘂
0
 

　
5
0
―
5
5
4
0
―
2
0
7
5
）、

　
自
動
車
税
関
係
・
県
県
税
事
務
所

　（
蘂
0
8
7
―
8
8
1
―
3
8
5
8
）、

　
軽
自
動
車
関
係
・
軽
自
動
車
検
査

　
協
会
（
蘂
0
8
7
―
8
7
0
―
6
 

　
6
7
6
） 

 

司
法
書
士
原
発
補
償
金
等
無
料
相
談 

　
県
司
法
書
士
会
で
は
、
主
に
福
島

第
一
原
発
事
故
で
避
難
さ
れ
た
人
の

た
め
、
東
京
電
力
に
対
す
る
補
償
金

請
求
な
ど
の
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

電
話
で
予
約
を
受
け
付
け
、
個
別
に

面
談
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。 

■所
県
司
法
書
士
会
館
3
階（
高
松
市
） 

■内
補
償
金
請
求
書
の
書
き
方
、
補
償

　
内
容
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
相
談 

■料
無
料 

■申
県
司
法
書
士
会
（
蘂
0
8
7
―
8
 

　
2
1
―
5
7
0
1
） 

   

狩
猟
免
許
試
験 

■時
3
月
２５
日
豸
午
前
9
時
（
わ
な
猟

　
免
許
試
験
の
み
） 

■所
県
庁
北
館
3
階
（
高
松
市
） 

■料
1
件
5
2
0
0
円
（
他
の
種
類
の

　
狩
猟
免
許
所
有
者
は
1
件
3
9
0
 

　
0
円
） 

■申
2
月
２０
日
豺
か
ら
3
月
１２
日
豺（
消

　
印
有
効
）
ま
で
に
、
県
み
ど
り
保

　
全
課
（
蘂
0
8
7
―
8
3
2
―
3
 

　
2
1
2
） 

 

自
衛
隊
幹
部
候
補
生 

●
一
次
試
験 

■時
5
月
１２
日
貍
、
飛
行
要
員
の
み
１２

　
日
貍
、
１３
日
豸 

■所
高
松
市
で
実
施
予
定 

■対
平
成
２５
年
4
月
1
日
現
在
２２
歳
以

　
上
２６
歳
未
満
の
人
、
大
学
院
修
士

　
課
程
修
了
者
（
見
込
み
）
は
２８
歳

　
未
満 

受
付
期
間
＝
2
月
1
日
貉
〜
4
月
２７

　
日
貊
（
必
着
） 

■問
自
衛
隊
丸
亀
地
域
事
務
所
（
蘂
2
 

　
3
―
6
4
2
0
） 

 

兵
庫
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校
訓
練
生 

●
第
3
回
選
考
（
第
2
回
選
考
ま
で

　
に
定
員
に
満
た
な
い
科
の
み
実
施
） 

選
考
日
＝
3
月
１４
日
貉 

■対
身
体
障
害
者 

■他
寮
設
備
あ
り 

受
付
期
間
＝
2
月
１３
日
豺
〜
3
月
2

　
日
貊 

■問
同
校
（
蘂
0
7
2
―
7
8
2
―
3
 

　
2
1
0
） 

   

も
の
づ
く
り
研
究
発
表
会 

■時
2
月
２５
日
貍
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時
半 

■所
四
国
職
業
能
力
開
発
大
学
校 

■内
教
育
訓
練
成
果
の
発
表
・
展
示 

■料
無
料 

■問
同
校
援
助
計
画
課
（
蘂
2
4
―
6
 

　
2
9
8
） 

 

ヒ
ッ
ポ
フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
ラ
ブ 

多
言
語
活
動
講
演
会 

■時
2
月
２５
日
貍
午
後
2
時
〜
4
時 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー 

■料
無
料
（
託
児
は
一
人
3
0
0
円
） 

■問
同
ク
ラ
ブ
・
佐
々
木
さ
ん
（
蘂
0
 

　
9
0
―
2
1
1
7
―
3
1
0
7
） 

 

無
料
調
停
相
談
会 

■時
2
月
２３
日
貅
午
前
１０
時
〜
午
後
3
時 

■所
坂
出
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
坂
出

　
市
） 

■内
交
通
事
故
、
多
重
債
務
、
土
地
建

　
物
、
近
隣
関
係
、
家
庭
問
題
な
ど 

■問
丸
亀
調
停
協
会
（
蘂
2
3
―
5
2
 

　
7
0
） 

 

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー 

■時
2
月
２１
日
貂
午
後
1
時
半
〜
3
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階「
ゆ
め
」 

■料
無
料 

■他
県
国
際
交
流
員
リ
ン
ジ
ー
・
ク
ラ

　
ー
ク
さ
ん
に
よ
る
イ
ギ
リ
ス
文
化

　
や
生
活
、
経
済
な
ど
の
講
話 

■問
ウ
イ
ン
グ
Ｌ
大
西
さ
ん
（
蘂
0
9 

　
0
―
2
7
8
6
―
1
2
7
5
） 

 

親
育
て
子
育
て
講
演
会 

■時
2
月
9
日
貅
午
前
１０
時
〜
１１
時
半 

■所
岡
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー 

■内
元
小
学
校
校
長
・
橋
本
慶
子
先
生

　
に
よ
る
育
児
に
関
す
る
話 

■料
無
料 

■問
助
産
師
の
ほ
っ
と
相
談
室
・
し
の

　
は
ら
さ
ん
（
蘂
9
8
―
4
5
6
0
） 

 

ひ
と
り
親
家
庭
の
新
入
生
お
祝
い
会 

■時
3
月
4
日
豸
午
後
1
時
半 

■所
ひ
ま
わ
り
セ
ン
タ
ー
3
階 

■対
譛
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
丸
亀

　
支
部
会
員
で
、
4
月
に
小
・
中
学

　
校
に
入
学
す
る
ひ
と
り
親
家
庭 

■内
茶
会
、お
祝
い
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン 

■申
2
月
１９
日
豸
ま
で
に
、
同
支
部
・

　
青
木
さ
ん
（
蘂
0
9
0
―
7
6
2
 

　
1
―
4
6
5
6
） 

   

か
が
わ
長
寿
大
学
受
講
生 

■時
4
月
〜
平
成
２６
年
3
月（
2
年
制
、

　
年
２６
回
）・
午
前
１０
時
〜
１１
時
半
、

　
午
後
1
時
〜
2
時
半 

■所
県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
（
高

　
松
市) 

■対
県
内
に
居
住
し
、
4
月
1
日
現
在

　
６０
歳
以
上
で
「
か
が
わ
長
寿
大
学
」

　
を
受
講
し
た
こ
と
が
な
い
人 

■定
1
9
0
人(

多
数
の
場
合
抽
選) 

■内
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く

　
り
に
関
す
る
講
座 

■料
年
間
2
万
5
0
0
0
円 

受
付
期
間
＝
2
月
1
日
貉
〜
２９
日
貉 

■問
譛
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構 

　
長
寿
社
会
部
（
蘂
0
8
7
―
8
6
 

　
3
―
0
2
2
2
） 

 

フ
ォ
ー
ク
ギ
タ
ー
教
室
受
講
生 

■時
2
月
4
日
貍
か
ら
毎
週
土
曜
午
後

　
7
時
〜
9
時
（
全
１２
回
） 

■所
ゆ
う
と
ぴ
あ
綾
歌 

■定
１０
人 

■内
綾
歌
ギ
タ
ー
倶
楽
部
主
宰
・
平
池

　
綺
孝
さ
ん
に
よ
る
教
室 

■他
ギ
タ
ー
は
各
自
持
参 

■料
6
0
0
0
円 

■問
ゆ
う
と
ぴ
あ
綾
歌
（
蘂
8
6
―
5
 

　
0
8
7
） 

 

市
民
会
館
か
ら 

●
や
さ
し
い
ヨ
ー
ガ
教
室 

■時
2
月
1
日
か
ら
3
月
２８
日
ま
で
の 

　
毎
週
水
曜
午
前
１０
時
半
〜
正
午（
全

　
7
回) 

■所
市
民
会
館 

■定
２０
人
（
申
込
順
） 

■料
5
0
0
0
円 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

《
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
受
講
生
》 

　
ピ
ラ
テ
ィ
ス
、
ヨ
ー
ガ
、
ウ
ク
レ

レ
、
歌
声
コ
ー
ラ
ス
な
ど
の
受
講
生

を
随
時
募
集
。
有
料
。 

■申
市
民
会
館（
蘂
2
3
―
4
1
4
1
） 

 

第
３６
回
ち
び
っ
こ
探
険
学
校 

ヨ
ロ
ン
島
参
加
者 

■時
3
月
２７
日
貂
〜
4
月
2
日
豺 

■所
与
論
島
（
鹿
児
島
県
）
 

■対
小
学
2
〜
6
年
生 

■定
3
0
0
人
（
申
込
順
） 

■内
い
か
だ
作
り
、ハ
ー
レ
ー
船
大
会
、

　
サ
ト
ウ
キ
ビ
刈
り
、洞
窟
体
験
な
ど 

■申
譛
国
際
青
少
年
研
修
協
会
（
蘂
0

　
3
―
6
4
5
9
―
4
6
6
1
） 

●
事
前
説
明
会 

■時
2
月
１１
日
豢
午
前
9
時
〜
１０
時 

■所
岡
山
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
（
岡
山

　
市
） 

 

丸
亀
武
道
館
一
心
会（
剣
道
） 

■時
毎
週
火
・
木
・
土
曜
午
後
6
時
半

　
〜
8
時 

■所
丸
亀
高
等
学
校
武
道
館 

■対
幼
稚
園
年
長
・
小
学
生 

■料
2
0
0
0
円
（
月
額
） 

■問
白
石
さ
ん（
蘂
2
3
―
6
0
2
0
） 

 

ふ
れ
あ
い
農
園
利
用
者 

　
野
菜
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。 

■時
4
月
〜
平
成
２５
年
3
月
末 

■所
あ
ぐ
り
ら
ん
ど
飯
山
（
飯
山
町
） 

■対
市
内
在
住
者 

■料
一
区
画
・
年
額
5
0
0
0
円
（
申

　
込
順
） 

■申
農
事
組
合
法
人
あ
ぐ
り
ら
ん
ど
飯

　
山
事
務
局
・
村
山
さ
ん
（
蘂
0
9
 

　
0
―
3
9
8
9
―
0
6
5
2
） 

 

丸
亀
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ
受
講
者 

■時
毎
週
火
曜
午
後
7
時
〜
9
時 

■所
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
5
階 

■対
ギ
タ
ー
初
心
者
お
よ
び
中
級
者 

■料
月
額
2
0
0
0
円
（
１
か
月
無
料

　
体
験
あ
り
） 

■問
同
ク
ラ
ブ
・
佐
野
さ
ん
（
蘂
3
3

　
―
3
9
2
2
） 

 



花輪・寝台車・葬式一式（会館葬） 

〒７６３-００１２ 丸亀市土器町東6丁目195

〒７６３-００８２ 丸亀市土器町東7丁目153
TEL・FAX（0877）21-5045

Fax（0877）23-7890
寝台車受付 24時間（0877）23-5500

図書図書館 行こう！ 図書館 行こう！ へ 

●今年成人式を迎
えた皆さん、おめ
でとうございます。

あれから早数年。自分の二十歳のころ
が懐かしいなぁ～（くぅちゃん）●も
うすぐハーフマラソン大会♪どんなレ
ースが繰り広げられるか楽しみです
（凛）●空気が乾燥し、風邪にかかりや
すい季節。うがい、手洗いを忘れずに
（もり）●6～8詆塩飽を歩く①の取
材でのご協力に心から感謝。島発展
の好機になれば幸いです。（中年明） 

 
●おはなし会 
飯山＝2月18日貍午後2時 
中央＝2月25日貍午後3時 
●子ども日曜TVシアター 
日時＝2月5日豸、19日豸 
　　　午後1時半 
場所＝中央図書館 
対象＝幼児、小学生 
●お父さんのための 
　絵本読み聞かせ講座 
日時＝2月26日豸午後1時半 
場所＝中央図書館会議室 
定員＝30人 
講師＝土庄町立中央図書館 

　友の会代表・諸石さん 
〈障がいのある人へ 
　郵送貸し出しサービス〉 
　市内在住で心身に重度の
障がいがあり、来館が困難
な人に、無料で本やCDな
どを貸し出しています（申し
込みが必要）。 
　詳しくは中央図書館へ。 

●中央図書館（蘂22-3746） 
　13日、27日、29日 

●綾歌図書館（蘂86-5915） 
　6日、13日、20日、27日、29日 

●飯山図書館（蘂98-2666） 
　1日～20日（29日は開館） 

『生きものびっくり生態図鑑』 
リン・ハギンズ＝クーパー・著（文溪堂） 

　哺乳類・両生類・爬虫類・魚類・鳥類などあらゆるジャンルから、驚き
の生態をもつ生き物150種類以上をとりあげ、迫力あるカラー写真と
ともに解説。ユニークな生きものを工作して遊べる作り方レシピ付き。 

『メイはなんにもこわくない』 
あべ弘士・絵　（講談社） 

『希望の木』 
新井満・著（大和出版） 

　東日本大震災の大津波に耐え、岩手県陸前高田市にある高田松
原七万本の中でたった一本残った「奇跡の一本松」。失意の底か
らの希望と再生、いのちの絆、家族愛を紡いだ写真詩集。 

　怖いもの知らずのメイは、迷子になっても平気な顔。オ
オカミがついてきているとも知らずに……。「あらしのよ
るに」の主人公、ヤギのメイが小さかった頃のお話。 

2月の休館日 

　
高
齢
者
疑
似
体
験
と
は
？ 

　
財
団
法
人「
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
」

は
次
の
よ
う
な
高
齢
者
疑
似
体
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
▼
ヘ
ッ

ド
ホ
ン
型
耳
栓
に
よ
る
老
人
性
難
聴
の

体
験
▼
特
殊
な
眼
鏡（
ゴ
ー
グ
ル
）に
よ

る
老
人
性
白
内
障
や
視
野
の
狭
さ
、ぼ
や

け
て
見
え
る
体
験
▼
お
も
り
の
つ
い
た

チ
ョ
ッ
キ
に
よ
る
腰
の
曲
が
り
方
、前
か

が
み
姿
勢
体
験
▼
靴
型
サ
ポ
ー
タ
ー
に

よ
る
つ
ま
先
が
上
が
り
に
く
い
「
す
り

足
」
体
験
▼
手
袋
を
着
用
し
て
握
力
の

低
下
と
物
を
つ
か
み
に
く
い
体
験
―
―

な
ど
で
す
。 

　
体
験
者
の
声
か
ら
学
ぶ 

　
体
験
者
か
ら
「
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
を
付
け

る
こ
と
で
、
高
齢
者
は
会
話
が
聞
き
取

り
に
く
い
こ
と
を
実
感
し
た
。
こ
れ
か

ら
は
、
耳
元
で
ゆ
っ
く
り
と
大
き
な
声

で
話
す
よ
う
に
し
た
い
」、「
ゴ
ー
グ
ル

や
手
袋
を
付
け
て
財
布
の
お
金
を
出
し

入
れ
す
る
と
簡
単
に
で
き
な
い
。
ス
ー

パ
ー
の
レ
ジ
で
高
齢
者
が
支
払
い
に
時

間
が
か
か
る
理
由
が
わ
か
っ
た
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
高
齢
者
の
人
権
を
考
え
る
う
え
で
は
、

高
齢
者
の
状
態
を
よ
く
理
解
し
て
接
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。
皆
さ
ん
も
高
齢

者
の
疑
似
体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。 

〈
問
い
合
わ
せ
〉 

蘆
譛
か
が
わ
健
康
福
祉
機
構
・
長
寿
社

会
部
蘂
０
８
７
―
８
３
５
―
３
１
５
２ 

蘆
社
会
福
祉
協
議
会
蘂
２
２
―
５
７
０

０ 

 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

し
あ
わ
せ

し
あ
わ
せ 

づ
く
り

づ
く
り 

高
齢
者 

　
疑
似
体
験
の
す
す
め 

笨 

ほっ
と 

一息
 
編 集

 室 

１９ 
広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 広告掲載について詳しくは、秘書広報課（蘂24-8801）または市ホームページでご確認ください。 

１８ １８ 

飯山図書館から
お知らせ 

2月1日貉～20
日豺まで、工事の
ため臨時休館し
ます。 

は ちゅう 

きずな 

丸亀お城まつり 

出 場 団 体 募 集  

「丸亀丸亀おどり」総おどり大会大会 「丸亀おどり」総おどり大会 

平成24
年成人

式 

　お城まつりのフィナーレに、気の合う仲間と踊ってみませ

んか。 

●日　　時　５月４日豢午後６時半（予定） 
●場　　所　丸亀おどり・周回コース（１周700ｍ） 
●締め切り　２月24日貊 
●申し込み　はがきまたは封書で、団体名（ふりがな）・人数・
　リーダー名・住所・電話番号を記載し、〒763-8501 丸亀

　市役所文化観光課・お城まつり協賛会総おどり係へ郵送 

●問い合わせ　文化観光課内お城まつり協賛会事務局 蘂24-
　8816 

★個人は当日飛び入り出場可能（本部席ステージ集合） 

★優勝２団体を表彰し、副賞（商品券）を贈呈します 

　1月9日、市民会館で成人式が開かれました。あでや

かな着物や、スーツに身を包んだ新成人820人は、久

しぶりに会う友人との再会を喜びながら、大人への第一

歩を踏み出しました。式典の企画は新成人らで結成され

た実行委員会が担当。新成人による吹奏楽や抽選会など、

趣向を凝らした企画に盛り上がりました。 

お祝いに駆けつけた 
ゆるキャラ「京極くん」 

京極発幸舞連による祝の舞 

思い出のヒット曲を演奏する坂出高校音楽科OG



　採用作品に決まり、
大変うれしく思いま
す。丸亀城をデザイ
ンしたプレートが、
市のイメージアップ
につながることを大
いに期待しています。 

　自分がデザインし
たプレートの原付が、
実際に街中で走るこ
とは、大変うれしく、
光栄です。 

ホトケノザ（土器川生物公園土器川生物公園） ホトケノザ（土器川生物公園） 

葉の形が、仏が座っている蓮華座に似
ているため名付けられました。春の七
草の一つ、ホトケノザは別の草花で、正
式にはコオニタビラコです。 

花 便 り 今月の見ごろ今月の見ごろ 今月の見ごろ 

中 屋  来 斗ち
ゃ
ん（左） 

なか や らい と 

（H20.2.15生） 

瑠 菜ち
ゃ
ん（右） 

な る 

（H21.8.20生） 

川西町北 

2人の笑顔に癒やされています。
いつまでも仲良くね螢　螢 

わが家のわが家の 
アイアイドルドル 
わが家のわが家の 
アイアイドルドル 
わが家の 
アイドル 

★
1
歳
か
ら
3
歳
ま
で
の
お 

　
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
！ 

N
o
.8
3
 

2
月
1
日
発
行
 
平
成
2
4
年
（
2
0
1
2
） 2
月
号
 

四国新聞販売㈱に委託し、市内の全世帯（※一部地域を除く）に配布しています。配布のお問い合わせは、同社（薔0120-494459）までご連絡ください。 
※城乾地区は同コミュニティセンター（蘂21-0012）へお問い合わせください。 ２０ 

●
編
集
と
発
行
　
丸
亀
市
役
所
総
務
部
秘
書
広
報
課
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広
報
丸
亀
 

こ
の
広
報
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
 

古志野　碧ち
ゃ
ん（左） 

こ し の あおい 

（H21.10.11生） 

澪ち
ゃ
ん（右） 

みお 

（H18.8.25生） 

おばあちゃんになっても、
仲の良い姉妹でいてね！ 

産業振興課 
蘂24-8844

丸亀市 ご当地  

ナンバープレートの  
  デザインが決定！！ 
ナンバープレートの  
  デザインが決定！！ 
ナンバープレートの  
  デザインが決定！！ 

　市のイメージアップや納税意識の向上につなげるため、原動機付自転車に取り付けるナン
バープレートのデザインを募集しました。選考の結果、次のとおり採用作品が決定しました。 

◆応募総数 
　316作品（うち市内応募68作品） 
◆選考 
　オリジナルナンバープレート 
　デザイン選定委員会を開催し、
　最優秀賞2点、優秀賞3点、
　佳作5点を決定 
◆ご当地ナンバープレートの交付 
　10月１日豺から（予定） 
◆対象車種 
　原動機付自転車（第１種原動
　機付自転車50襁以下または、
　定格出力600ｗ以下） 
◆その他 
　従来のプレートと新プレート
　2種類の計3種類から選択で
　きます。従来のプレートは、
　新プレートへ無料交換可能。
　　交付方法など詳し 
　くは、決まり次第 
　お知らせします。 

入江　　敬さん 
（奈良県奈良市） 

佐藤　政信さん 
（新潟県三条市） 

三巻　保征さん（新潟県三条市）　　成重　伸昭さん（高松市） 
垂水　秀行さん（丸亀市） 

坂田　福子さん（丸亀市）　　　　　下田　寿江さん（広島県広島市） 
中林　大吉さん（大阪府泉佐野市）　池内　　聡さん（丸亀市） 
大出　光一さん（宮城県仙台市） 

（以下の2種類を新プレートに採用） 


